






























































｜孫文来崎表（1897 年～ 1924 年）
年月 R 移動経路 船名 同行者・面会者
1897.11 熊本→東京 棟少白、宮崎酒天、渡撞元 熊本・荒尾1 訪問の帰り
. 
2 1900.6.11 横浜→香港 仏インダス号 宮崎揺天、内田良平 恵州峰起の準備
3 1900.8.26 横浜→上海 神戸丸 内田良平、平山周 恵州蹄起の耳障備
4 1900.9.3 上海→東京 神戸丸 容問、内田良平、田中侍郎 上記の帰り長崎から汽車
5 1902.1.24 横浜→香港 八幡丸 鄭弼底（？｝ 目的不明
6 1907.3.5 横浜→香港 独プリンス・ ニコライ・ラッセル、金子克己 圏外追放でアリス号 賀野長知、池亨吉、涯輔街 出国
山城丸 鉄道資金の
7 1913.2.13 上海→東京 長崎から汽車 戴季陶、 LIJ 田純三郎、宮崎潜天 借款交渉
8 
1913.3.21 東京・熊本 長崎まで汽Iii 戴季陶、宮崎描天、鈴木天眼、 上記の帰り
~ 3.23 →上海 天津丸 金子克己、その他大勢
9 1924.11.23 上海→神戸 上海丸 卒烈鈎、職季陶 北上の途中
















































と、たったの 2 回しかない。 1 回目が1897年の11
月です。神戸は1895年が第 1 回目というお話をさ














再び長崎に寄っています。その時、 2 泊 3 日も長
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1909年1月 13～ 15 日
宮崎酒天と長崎へ
酉郷田郎（姿三四郎）と痛飲
崎長と興黄
『ぶらぶら節』の芸者・愛八と？
長崎に亡命者コミュニティ
串 1913年8月末～1915年5月
。安徽都督泊文蔚は、長崎で亡命生活。
由長崎にも21人（家族を含めると43人）の亡命
者が集った。
＠李烈鈎の奥さんも長崎に滞在6長崎で李烈
鈎と柏文蔚が会合を重ねたh
/ 
長崎華僑と「危険な」革命派の関係
由お尋ね者予ロリスト時代の孫文には関係なし
＠権力者となった孫文は大歓迎（1913年）
曲第二革命に失敗した亡命革命派に支援なし
＠むしろ哀世凱政権の誕生を祝う
/ 
＠権力、体制に迎合？
＠長崎領事館の置接的管理がゆきとどく
88 
柏文蔚と長崎
第二革命の叛乱首謀者柏文蔚と李烈鈎／
蒋介石と長崎
1913年9月
第二革命の失敗で長崎上陸
一週間ほど滞在し東京へ
1927年9月
雲仙温泉、小浜温泉へ（3泊）
この後、神戸へ も
宗美齢との結婚の許しをもらうため
ー畠
孫文と長崎の関連図書
9『草葬のヒーロー「無名の英雄・j度遅元Jと
東アジアの革命家』長崎新聞新書
。『長崎が出会った近代中国』海鳥ブックス
。『中国砲艦「中山鑑」の生涯』汲古書院
＠『孫文と長崎』長崎文献社
